
団体名・

事業者名
地域づくりに取り組まれている活動 今後取り組みたい内容

1

一般社団法人

安曇野市医師

会

・11月26日（日）に市民健康公開講座を開催

し、健康で生き抜くためにをメインテーマに掲

げ安曇野赤十字病院血管内治療センター長　永

江　歩医師より「心臓疾患の治療と予防につい

て」と同じく赤十字病院糖尿病センター長石井

宏明医師より　「糖尿病を治療する、何のため

に？」の２題で講演を実施した。参加者の49％

が70歳以上の高齢者であった。直接の緊急事態

等の適切かつすみやかな対応ではないが、見守

り活動の一助になればと実施。

2

安曇野市在宅

医療連携推進

協議会

・市民公開講座の開催（これまでの開催内容は

認知症についてなど）

・医療・介護の連携から認知症の対応力向

上を図り、本人、家族の支援を強化。

・市民公開講座にて、自分らしく最期を迎

えられるよう、本人が在宅医療等の意思決

定を支援するエンディングノート、ＡＣＰ

の普及啓発。

3
安曇野市歯科

医師会

・歯科医師会会員一同がていねいな治療をする

ことで、食生活が安定し高齢者等が安心して生

活できる地域づくりにつながる。

・高齢や病気等により居宅から出られず受診で

きない方々に対して、要望に応じて訪問歯科診

療をしている。

4
安曇野薬剤師

会

・独居で認知症が疑われる高齢者への声掛け

・家族関係や連絡先などの確認・服薬や通院困

難な方への声掛け

・お薬講座や健康相談を通じ地域の方との交流

・見守り活動ステッカー、認知症サポータース

テッカーの掲示

・困っている方に相談してもらえる場所

（ファーストアクセスの場）となるよう日々声

掛けをしている

・近隣の独居老人宅の玄関前の草取り、除雪、

カラスの糞の清掃など

・地域見守り活動の継続、充実

・引き続き困っている方に相談してもらえ

る場所（ファーストアクセスの場）となる

よう日々声掛けをしていきたい

5
安曇野市区長

会

・生活支援体制整備事業や地域見守り活動の連

携協定について、年度当初の研修会で理解を深

める

・日常的な見守り（ながらパトロール）の強化

（散歩や買い物に併せたパトロール）

・回覧板は可能な限り手渡しで渡すように心が

ける

・区によっては有償ボランティア組織による活

動（区民どうしの支え合い制度、高齢者等の移

送支援など）

・敬老会で防犯活動に関する啓発を行う

・民生児童委員との情報共有による連携（本人

同意の上で）

・「家族台帳」及び「要支援者情報」の収集、

定期的な更新

・地域見守り活動の周知

・福祉員の意識強化、福祉員（隣組長）を

中心とした日常的な声がけ

・区民相互の見守り合い
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6

安曇野市民生

児童委員協議

会

・要配慮者に対して定期的な連絡や訪問を実施

している。

・要配慮者に対して熱中症予防等の注意喚起を

実施している。

・当協議会の定例会等で必要な情報を共有し、

見守り活動に活かしている。

・民生委員・児童委員として必要な知識の習得

に努めている。

・高齢者に対する見守り活動が主体となっ

ているが、障がい者や児童に対する見守り

も強化していきたい。

7

社会福祉法人

安曇野市社会

福祉協議会

社協福祉員活動をはじめとして、

　①生活支援体制整備事業…地域住民の方々と

地域生活課題の共有や支え合いを目的とした社

会資源づくり

　②ふれあい・いきいきサロン…集いの場、安

否確認の場、介護予防の場として住民主体の活

動を行う

　③安心ｺｰﾙ…孤独になりがちな高齢者へ定期的

に電話で話し相手及び見守りをする

　④しあわせ・あづみん…住民同士の互助活動

によって高齢者の身の回りにある生活の困りご

とを支援する

　⑤各福祉センター…社協各支所がある福祉セ

ンターに来館される方からの相談対応やご様子

伺いにより異変を把握する

　⑥心配ごと相談・総合相談窓口…心配ごとは

定期的に、総合相談は常時開設し、地域住民の

方からの相談に応ずる

などの活動を日々行っています。

・「社協福祉員」について、当会と区とが

連携して実施していくことができるよう

に、地区説明会（懇談会）等を通じて　働

きかけていきます。また、福祉員の活動事

例・好事例などを集約し、事例集の作成を

考えていきます。

・ふれあい・いきいきサロンの運営支援

や、当会独自で開催している通いの場、

「お楽しみ会」を継続開催していきます。

・安曇野市より受託している生活支援体制

整備事業において、地域見守り活動のニー

ズがあれば検討していきます。

8
安曇野市内郵

便局

・地域見守り活動のステッカーを車両に貼付

し、活動の周知を行っている。

・毎月10日を「道路の日」と定め、道路の損壊

等に関する情報を収集し、市へ情報提供を行っ

ている。

9
有限会社宗明

会

・けやきでは、気軽に敷地内に入っていただけ

るように、自動販売機、無人販売所、ベンチを

設置。ご近所の方と立ち話くらいはできている

雰囲気。

・はなみずきでは、正月飾りを利用者様に

作成してもらい、宗明会で買い取り、その

資金を利用者様に「何に使うか」を協議し

てもらっている。今年12月にはファミリー

マート堀金烏川店にて一般に販売していく

予定。

10

㈱ペーパー・

シャワーズ

まかせて安曇

野

・弊社は、企業・団体様からお預かりしたチラ

シや冊子などの配布物を、毎週、安曇野市内ほ

ぼ全域へ一軒一軒手配りでお届けしており、配

布は、地元地区で登録されている配布員さんと

地元出身の社員が行っています。一人暮らしの

お宅やポストの詰まり具合、外観の様子にも気

を配り、子供の登下校時間帯に配布するなどし

て、地域の安心と安全を見守りながら作業して

おります。新規配布員登録時や更新説明会で必

ずこの取り組みを周知し、協定団体のステッ

カーを掲示、弊社求人チラシ等に掲載して地域

の皆さまにも周知しております。

・もっと多くの地元地区担当配布員さんと

一緒に、地域の安心安全を見守る活動とし

て、参加いただけるようにしたいです。

11
長野ダイハツ

販売株式会社

・高齢者向けの健康安全講座の開催 ・高齢者に対してのＣＳＲ活動

12
株式会社ＴＳ

ファーマシー

・独居の患者宅訪問時、薬の管理だけでなく安

否確認を実施

・地域包括支援センターと協力していきた

い。
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13

特定非営利活

動法人長野県

歯科衛生士会

・口腔機能向上教室「お口いきいきアップ教

室」「お口いきいきフォローアップ講座」にご

参加いただいた住民の皆様に、フレイル、オー

ラルフレイル予防を通して口腔、全身の健康維

持の重要性をお伝えした。

・上記教室参加者の皆様に認知症サポーター養

成講座開催についてお知らせした。

・過去、認知症サポーター養成講座に参加した

歯科衛生士は受講カードを携帯し、日頃から気

配り、目配りをするよう心がけている。

・来季も口腔機能向上教室参加者をはじめ

として、地域住民の皆様の健康長寿延伸の

お手伝いができるよう精進したい。

14

株式会社八十

二銀行明科支

店

・店頭に来店されたお客様への声掛け

・外訪活動時のお客様の状況把握

・職員の対応力向上

15
株式会社デリ

シア

・定期的にお客様のお宅を訪問しているため、

いつもとお客様宅の様子が違ったり、お客様ご

自身の様子がいつもと違う場合には、行政へ報

告する等の活動を行っています。

16

第一生命保険

株式会社松本

支社

・近くを通った時、一人暮らしのお客様へ顔を

出す。

・新聞や郵便物などたまっていないか気をつけ

る。

17
株式会社長野

銀行豊科支店

・お客様ごとに担当者を決めて訪問し、相続関

連業務、終活支援サービス、家族信託等を通し

て状況確認を行っている。また、独居の高齢者

の方については、上記のサービスに加えてご家

族の方の所在確認等により連絡が取れるように

確認している。

・高齢者向けの商品の充実を図っている（終活

支援サービス、家族信託、安心介護プラン、後

見制度支援預金）

・より地域に密着したサービスを提供して

いくことにより、地域の皆様との関係性の

構築を図り、地域やお客様の変化に気付く

ことができる体制としていきたい。

18
おきに合同会

社

・地域での訪問活動をする中で、いつもと違う

ご様子の方がいらっしゃった場合の対応をシュ

ミレーションしている。

・地域見守り活動のステッカーを掲示し、意識

づけに努めています。

・市内でも中心部から離れた地域の山際に

お住まいの方の移動手段が限られていて、

お困りの声を聞いています。何か緩和策あ

ればと思います。

・マッサージの施術で何かお役に立てるイ

ベントなどがあれば出店したいと思いま

す。

19
生活協同組合

コープながの

・地域での配送時や店舗に来訪された方への見

守り活動は継続してすすめて行きます。

・店舗では、レジにて会計が終了した商品を

サッカー台まで運ぶなどのお手伝いをしていま

す。

・駐車場（思いやりスペース）は高齢者、障害

者優先の店内アナウンスを定期的に行っていま

す。

・配送時、地域でお会いした方にはあいさつな

どのコミュニケーションを行っています。

・配達時に何か異変があった場合は、まず事業

所まで報告するように指導しています。

  例）新聞がたまっている、先週の商品がその

まま、いつも在宅の方がいらっしゃらない

・引き続き、地域の皆さんとのコミュニ

ケーションを大切にした取り組みを継続し

ます。
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20

株式会社スズ

ケン長野営業

部塩尻支店

・今後も弊社営業担当者、配送担当者が、業務

中に緊急を要する場面に遭遇した場合はもちろ

んのこと、困っておられるようなお年寄りを見

かけた場合は、こちらから積極的に話しかける

よう心がけています。

・弊社は、医療機関様、調剤薬局様に医療

品及び医療に関連する商材をお届けする業

務以外にも、地域包括ケアの推進、自治体

様と医療機関様を繋ぐコミュニケーション

ツールのご案内といった活動も積極的に

行っております。今回の能登半島地震にお

いても、通信の重要性が改めて問われてお

ります。こうしたツールをご紹介、ご導入

していただくことで、少しでも地域貢献で

きればと考えております。

21
中北薬品株式

会社

・健康産業に従事しているので、薬局と共同で

健康フェスタなどを開催し、地域の高齢者との

顔見知りの場をつくっています。

・社内で定期的に見守り活動の状況確認を実施

しています。

・もっとたくさんの高齢者の方が参加でき

る健康イベントの開催

・認知症カフェや福祉車両のレンタルなど

高齢者の方が外出する機会を増やす活動

・地域見守り活動のさらなる強化（活動の

強化）
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